
自
動
車
部
品

自
動
車

日
産
系
で
一
部
動
き
も

富
士
重
工
業
は
５
月

日
に
社
長
交
代
を

発
表
。
森
郁
夫
社
長

か
ら
吉
永
泰
之
専

務
執
行
役
員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た

鈴木修氏鈴木俊宏氏

　
自
動
車
業
界
で
は
ス
ズ
キ

の
動
向
に
注
目
が
集
ま
る
。

独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

Ｖ
Ｗ

と
の
提
携
解
消
問

題
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
が
、

鈴
木
修
会
長
兼
社
長

が
長
男
の
鈴
木
俊
宏
副
社
長

に
バ
ト
ン
を
渡
す
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
。

国
際
仲
裁
裁
判
所
で
の
Ｖ
Ｗ

と
の
仲
裁
に
は
、
鈴
木
会
長

が
法
廷
で
自
ら
証
言
す
る
意

欲
を
表
明
。
決
着
ま
で
は
続

投
と
の
声
も
聞
か
れ
る
が

「
社
長
を
譲
っ
て
も
代
表
権

の
あ
る
会
長
な
ら
対
応
で
き

る
。
交
代
は
近
い
」

関
係

者

と
の
見
方
が
強
い
。

　
同
社
は
今
年
６
月
末
に
鈴

木
副
社
長
な
ど
４
人
が
代
表

権
を
持
つ
副
社
長
に
就
任
。

重
要
な
経
営
課
題
は
、
こ
の

４
人
が
経
営
企
画
委
員
と
し

て
討
議
す
る
体
制
を
築
い

た
。
４
人
の
中
で
も
「
社
内

外
で
鈴
木
副
社
長
の
人
望
が

高
ま
っ
て
い
る
」

同

と

い
う
。
し
か
し
鈴
木
会
長
の

影
響
力
は
し
ば
ら
く
は
薄
れ

そ
う
に
な
い
た
め
、
会
長
と

し
て
残
る
限
り
社
長
が
代
わ

っ
て
も
当
面
は
「
大
き
な
変

化
は
な
い
」

同

と
見
ら

れ
る
。

　
日
産
自
動
車
の
志
賀
俊
之

最
高
執
行
責
任
者

Ｃ
Ｏ

Ｏ
、

と
三
菱
自
動
車
の

益
子
修
社
長

は
、
と

も
に

年
に
就
任
か
ら
丸
６

年
を
迎
え
る
。
志
賀
Ｃ
Ｏ
Ｏ

は
日
本
自
動
車
工
業
会
の
会

長
職
を

年
に
退
く
予
定

で
、
日
産
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と
し
て
の

去
就
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か

し
業
績
が
比
較
的
好
調
な
中

で
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
社

長
兼
最
高
経
営
責
任
者

Ｃ

Ｅ
Ｏ
、

と
も
ど
も
今
の

経
営
体
制
が
す
ぐ
に
変
わ
る

と
は
考
え
に
く
い
。

　
三
菱
自
の
益
子
修
社
長

は
、
三
菱
重
工
業
出
身
の
西

岡
喬
会
長

と
の
２
人

体
制
で
経
営
再
建
の
途
上
。

累
積
損
失
や
優
先
株
の
解
消

と
い
っ
た
重
要
な
課
題
が
積

み
残
し
に
な
っ
て
お
り
、
解

決
策
に
め
ど
が
つ
く
ま
で
は

続
投
す
る
公
算
が
大
き
い
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ

は
ト
ッ
プ
人
事
が
一
巡
し
て

お
り
、

年
は
平
穏
な
見
通

し
だ
。
関
東
自
動
車
工
業
の

服
部
哲
夫
社
長

が
交

代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た

が
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
北
と
の
３

社
で

年
７
月
に
合
併
し
、

新
会
社
社
長
に
白
根
武
史
ト

ヨ
タ
専
務
役
員

が
就

任
す
る
人
事
が
決
ま
っ
た
。

豊
田
自
動
織
機
の
豊
田
鉄
郎

社
長

は
ト
ヨ
タ
創
業

家
出
身
の
ト
ッ
プ
だ
が
、
グ

ル
ー
プ
の
内
規
年
齢
に
達
す

る
だ
け
に
ト
ッ
プ
交
代
の
可

能
性
は
あ
る
。

　
日
産
自
動
車
を
最
大
顧
客

と
す
る
部
品
メ
ー
カ
ー
の
一

部
で
も
後
継
者
選
び
に
動
き

が
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
ま
で

の
社
長
在
任
期
間
か
ら
み
て

車
体
シ
ー
ル
な
ど
ゴ
ム
部
品

を
手
が
け
る
鬼
怒
川
ゴ
ム
工

業
な
ど
に
可
能
性
は
あ
る
。

　
元
日
産
常
務
と
し
て
生
産

技
術
畑
で
実
績
を
残
し
た
鬼

怒
川
ゴ
ム
の
関
山
定
男
社
長

は

年
４
月
で
就
任
か

ら
丸
４
年
を
迎
え
る
。
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
、
生
産
現
場

の
改
善
な
ど
で
会
社
の
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
力
を
高
め
た
。

　
新
聞
広
告
を
使
っ
た
社
長

公
募
で
注
目
を
集
め
た
ユ
ー

シ
ン
は
、
社
長
候
補
の
八
重

樫
永
規
氏

が

月
に

取
締
役
か
ら
外
れ
、

年
５

月
に
同
社
を
退
職
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
後
継
者
選
び
は

迷
走
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

成
長
に
向
け
た
最
適
な
判
断

と
な
る
の
か
。

年
以
上
、

経
営
の
最
前
線
で
指
揮
を
執

る
田
辺
耕
二
会
長
兼
社
長

は
次
期
社
長
へ
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
の
時
期
を
慎
重

に
見
極
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
金
属
、
交
代
濃
厚

非
鉄

足立氏

　
非
鉄
業
界
で
注
目
を
集
め

る
の
が
、
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
傘
下
の
金
属
事
業
会

社
で
あ
る
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金

属
。

年
度
は
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
中
期
経
営
計

画
の
最
終
年
度
で
、
岡
田
昌

徳
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
社
長

は
就
任
か
ら
６
年
と

な
る
。

年
度
か
ら
始
ま
る

グ
ル
ー
プ
の
新
中
計
を
新
体

制
で
迎
え
る
可
能
性
が
濃
厚

で
、
岡
田
氏
の
後
任
に
は
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
の
子
会

社
、
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

カ
ッ
パ
ー
の
足
立
吉
正
社
長

ら
が
有
力
候
補
と
し

て
挙
が
る
。

　
ア
ル
ミ
業
界
で
は
、

年

就
任
の
吉
原
正
照
古
河
ス
カ

イ
社
長

や
、

年
就

任
の
石
山
喬
日
本
軽
金
属
社

長

の
去
就
に
注
目
が

集
ま
る
。
吉
原
古
河
ス
カ
イ

社
長
は

月
に
タ
イ
で
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
圧
延
工
場
の

建
設
を
発
表
し
て
お
り
、
石

山
日
本
軽
金
属
社
長
は
今
秋

の
「
藍
綬
褒
章
」
を
受
章
す

る
な
ど
、
両
者
と
も
節
目
を

迎
え
た
。

新
日
鉄
住
金
、
バ
ラ
ン
ス
注
視

鉄
鋼

　
新
日
本
製
鉄
と
住
友
金
属

工
業
が
経
営
統
合
し
て

年

月
発
足
を
目
指
す
新
日
鉄

住
金
。
統
合
は
新
日
鉄
の
主

導
で
進
む
形
と
な
る
こ
と
か

ら
、
ト
ッ
プ
人
事
も
現
在
の

新
日
鉄
の
陣
容
を
主
軸
に
し

て
、
そ
こ
に
ど
う
住
金
の
人

材
を
配
置
す
る
か
が
焦
点
と

な
る
。

　
新
日
鉄
の
宗
岡
正
二
社
長

、
三
村
明
夫
会
長

は

年
４
月
で
就
任

４
年
。
任
期
５
年
が
通
常
パ

タ
ー
ン
と
し
て
続
い
て
お

り
、
交
代
が
あ
る
な
ら

年

４
月
が
有
力
。

年

月
の

統
合
新
会
社
に
は
住
金
の
友

野
宏
社
長

が
共
同
会

長
や
副
会
長
な
ど
の
ポ
ス
ト

に
就
く
線
が
考
え
ら
れ
る
。

　
新
日
鉄
の
次
期
社
長
候
補

が
控
え
る
文
系
副
社
長
ポ
ス

ト
は
現
在
、内
田
耕
造

、

谷
口
進
一

、
進
藤
孝
生

の
３
氏
。
宗
岡
社
長
と

年
齢
が
近
い
こ
と
か
ら
、

年
春
に
常
務
ポ
ス
ト
か
ら
昇

格
す
る
新
た
な
候
補
に
も
関

心
が
集
ま
る
。

７
社
中
６
社
で
交
代
済
み

化
学

　
総
合
化
学
は
昭
和
電
工
の

市
川
秀
夫
社
長

が

年
１
月
、
住
友
化
学
の
十
倉

雅
和
社
長

が
同
４
月

に
就
任
。

年
に
旭
化
成
と

宇
部
興
産
、

年
に
三
井
化

学
、
東
ソ
ー
と
７
社
中
６
社

が
３
年
以
内
に
社
長
交
代
を

済
ま
せ
て
お
り
、

年
は
無

風
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

　
国
内
最
大
手
の
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

の
小
林
喜
光
社
長

は
就
任
６
年
目
と
な

る
が
、

年
５
―
７
月
に
主

要
傘
下
企
業
と
と
も
に
本
社

を
千
代
田
区
丸
の
内
１
丁
目

に
移
転
を
決
め
て
い
る
。

年
度
か
ら
本
格
化
す
る
グ
ル

ー
プ
内
の
構
造
改
革
の
め
ど

が
立
つ
前
に
交
代
す
る
可
能

性
は
低
い
。
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

Ｈ
Ｄ
の
ほ
か
、
旭
化
成
、
三

井
化
学
は

年
度
か
ら
中
期

経
営
計
画
を
始
動
さ
せ
て
い

る
。

年
度
は
中
計
目
標
達

成
に
向
け
、
海
外
事
業
の
拡

大
や
国
内
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

再
編
に
手
腕
を
発
揮
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
去
就
注
目

繊
維

　
合
成
繊
維
業
界
で
は
、
鎌

原
正
直
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
社
長

の
去
就
が
注
目
さ
れ

る
。

年

月
に
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

の
完
全
子
会
社
と

な
っ
た
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
を
ま

と
め
て
き
た
が
、

年
６
月

に
就
任
し

年
６
月
で
７
年

目
と
な
り
、
年
齢
的
に
も
交

代
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
次
期
ト
ッ
プ
が

社
内
か
ら
順
当
に
昇
格
す
る

か
は
、
小
林
喜
光
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
Ｈ
Ｄ
社
長
が
子
会
社
の

ト
ッ
プ
人
事
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
に
よ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、

年
６
月
で
８
年

目
を
迎
え
、
合
繊
大
手
６
社

の
中
で
在
任
期
間
が
最
も
長

い
の
が
東
洋
紡
の
坂
元
龍
三

社
長

だ
。
た
だ
、
ま

だ
若
く
、
任
期
を
定
め
て
い

な
い
こ
と
や
本
人
の
続
投
の

意
志
が
強
い
た
め
留
任
の
可

能
性
が
高
い
。

年
度
ま
で

の
中
期
経
営
計
画
の
達
成
を

見
届
け
そ
う
だ
。
東
レ
、
帝

人
、
ク
ラ
レ
、
ユ
ニ
チ
カ
も

続
投
す
る
と
見
ら
れ
る
。

続
投
の
可
能
性
高
く
無
風

建
設
機
械

　
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
ト

ッ
プ
人
事
は
無
風
に
な
り
そ

う
だ
。
日
立
建
機
の
木
川
理

二
郎
社
長

が
在
任
６

年
目
、
コ
マ
ツ
の
野
路
国
夫

社
長

も
５
年
目
を
迎

え
る
が
、
世
界
経
済
の
情
勢

が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
続
投

す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
日
立
建
機
は

年
３
月
期

を
最
終
年
度
と
す
る
中
期
経

営
計
画
に
入
っ
た
ば
か
り
。

米
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
や
コ
マ
ツ

に
水
を
開
け
ら
れ
て
い
る
鉱

山
機
械
事
業
の
強
化
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
同
事
業
は
世

界
の
資
源
メ
ジ
ャ
ー
と
の
ト

ッ
プ
交
渉
が
中
心
で
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
交
代
は
考

え
に
く
い
。
ほ
か
に
も
大
型

投
資
案
件
を
抱
え
て
お
り
、

強
力
な
ト
ッ
プ
主
導
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

年
は
現
中

計
で
掲
げ
た
最
終
年
度
１
兆

円
企
業
達
成
に
向
け
た
重
要

な
年
だ
。

　
コ
マ
ツ
も

年
３
月
期
に

中
計
の
最
終
年
度
を
迎
え
る

が
、
野
路
社
長
続
投
の
声
が

多
く
聞
か
れ
る
。
同
社
は
変

化
に
強
い
ダ
ン
ト
ツ
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

目
標
と
す
る
売
上
高
は

年

３
月
期
で
達
成
す
る
見
込
み

で
、
生
産
販
売
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
の
見
え
る
化
で
経
営

の
効
率
化
を
推
し
進
め
て
い

る
。
コ
ベ
ル
コ
建
機

東
京

都
品
川
区

と
住
友
建
機

同

、キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ

パ
ン

東
京
都
世
田
谷
区

は
社
長
交
代
し
た
ば
か
り
。

エ
ネ

西沢氏 勝俣氏

東
電
会
長
、
外
部
登
用
に

　
政
府
に
よ
る
資
金
注
入
が

現
実
を
帯
び
て
き
た
東
京
電

力
。
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
か

ど
う
か
を
待
た
ず
、
勝
俣
恒

久
会
長

の
退
任
は
確

定
的
で
、
後
任
に
は
外
部
か

ら
の
登
用
が
有
力
だ
。
東
電

に
限
ら
ず
、
電
力
会
社
は
実

質
的
に
会
長
が
最
高
権
力

者
。
す
で
に
大
物
経
済
人
や

官
僚
Ｏ
Ｂ
の
名
前
が
複
数
挙

が
っ
て
い
る
。
事
実
上
の
国

有
化
と
は
な
ら
ず
と
も
、
経

営
破
綻
し
た
日
本
航
空
の
会

長
に
京
セ
ラ
創
業
者
の
稲
盛

和
夫
氏

が
就
任
し
た

時
の
よ
う
に
、
人
選
に
は
現

政
権
の
意
向
が
大
き
く
関
与

す
る
。
そ
の
顔
に
よ
っ
て
は

今
後
の
電
力
改
革
の
行
方
も

占
え
る
。
東
電
の
総
合
特
別

事
業
計
画
が
ま
と
ま
る
３
月

に
は
内
定
の
見
通
し
。

　
今
年
、
就
任
し
た
ば
か
り

の
西
沢
俊
夫
社
長

は

留
任
が
濃
厚
。
だ
が
、
役
員

の
総
退
陣
を
求
め
る
圧
力
も

強
く
、
東
電
で
は
何
と
し
て

も
社
長
の
椅
子
だ
け
は
守
り

た
い
と
こ
ろ
。

　
一
方
、
ガ
ス
業
界
で
は
東

邦
ガ
ス
の
佐
伯
卓
社
長

が
就
任
４
年
と
な
り
、
交
代

の
可
能
性
が
あ
る
。
後
任
は

本
川
正
明
取
締
役
専
務
執
行

役
員

や
安
井
香
一
取

締
役
専
務
執
行
役
員

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

造
船

前川氏 佃氏

三
菱
重
は
佃
・
前
川
氏
軸
に

　
造
船
重
機
業
界
で
は
最
大

の
関
心
が
三
菱
重
工
業
だ
。

社
長
在
任
２
期
４
年
の
慣
例

が
あ
り
、

年
４
月
に
就
任

し
た
大
宮
英
明
社
長

は

年
４
月
に
４
年
の
任
期

を
迎
え
る
。
後
任
に
は
佃
嘉

章
副
社
長

、
前
川
篤

常
務
執
行
役
員

ら
が

挙
が
る
。
佃
氏
は
こ
れ
ま
で

副
社
長
か
ら
社
長
に
す
る
通

例
が
あ
る
ほ
か
、
同
社
の
主

力
で
あ
る
原
動
機
事
業
を
手

が
け
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

一
方
の
前
川
氏
も

年
４
月

に
原
動
機
事
業
本
部
副
事
業

本
部
長
か
ら
汎
用
機
・
特
車

事
業
本
部
長
に
転
身
。
３
期

連
続
赤
字
が
続
く
事
業
体
質

を
改
善
、
通
期
黒
字
化
に
め

ど
を
つ
け
る
な
ど
社
内
評
価

を
上
げ
て
い
る
。

　

年
４
月
に
在
任
８
年
目

に
突
入
す
る
日
立
造
船
の
古

川
実
会
長
兼
社
長

の

去
就
も
注
目
さ
れ
る
。
古
川

氏
は

年
４
月
に
社
長
に
就

任
し
、

年
６
月
か
ら
は
会

長
職
を
兼
務
し
て
い
る
。
だ

が
、
本
人
は
す
で
に
社
長
を

続
投
す
る
意
志
を
固
め
て
お

り
、
少
な
く
と
も
来
春
の
社

長
交
代
は
な
い
も
よ
う
だ
。

　
業
界
で
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
釜
和

明
社
長

、
三
井
造
船

の
加
藤
泰
彦
社
長

が

就
任
５
年
を
迎
え
る
が
、
と

も
に
前
社
長
が
６
年
間
社
長

を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
続

投
が
濃
厚
だ
。

２０１２年トップ人事を占う

工
作
機
械

現
体
制
で
難
局
乗
り
切
る

　
工
作
機
械
業
界
は
オ
ー
ナ

ー
経
営
者
が
多
く
、
ト
ッ
プ

交
代
が
有
力
視
さ
れ
る
企
業

は
見
あ
た
ら
な
い
。

年
秋

の
米
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
景
気
低
迷
で
、

年
に

前
年
比

・
４
％
減
の
４
１

１
８
億
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ

受
注
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、

年
は
１
兆
３
０
０
０
億
円

を
予
想
。
た
だ
中
国
の
金
融

引
き
締
め
策
や
欧
州
の
金
融

不
安
な
ど
の
問
題
を
受
け
、

年
夏
以
降
は
回
復
に
減
速

感
が
あ
る
。
歴
史
的
な
円
高

が
続
き
、
欧
州
メ
ー
カ
ー
や

中
国
、台
湾
、韓
国
な
ど
の
新

興
国
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
も

激
化
す
る
中
で
先
行
き
不
透

明
感
が
増
し
て
い
る
。
各
社

と
も
現
体
制
で
難
局
を
乗
り

切
る
可
能
性
が
高
い
。

　
オ
ー
ク
マ
は
花
木
義
麿
社

長

が

年
６
月
で
就

任
か
ら
満
６
年
と
な
る
。
同

社
は

年
３
月
期
連
結
決
算

で
３
期
ぶ
り
に
全
損
益
項
目

が
黒
字
転
換
す
る
見
通
し
。

た
だ
、
本
社
工
場
を
中
心
に

生
産
体
制
の
抜
本
見
直
し
を

進
め
て
い
る
重
要
な
時
期

で
、
も
う
１
期
は
続
投
す
る

と
の
見
方
が
根
強
い
。
も
し

交
代
と
な
れ
ば
、
森
義
彦
専

務
営
業
本
部
長

、
領

木
正
人
常
務
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム

本
部
長

、
堀
康
徳
取

締
役
技
術
本
部
長

が

有
力
候
補
だ
。

２ 年は大手企業の社長交代が少ない１年だった。東日本大震災の
混乱のなかで、多くのトップ人事が凍結されたとみられる。 年は

反動で交代が秒読みという企業も目立つ。超円高、欧州危機といった難題に
いかに立ち向かうのか―。各業界の新トップ人事を占った。

ス
ズ
キ
、
世
襲
に
ら
む Ｊ

Ｒ
東
、
冨
田
副
社
長
本
命

冨田氏

航
空
・
運
輸

　
運
輸
の
人
事
で
最
も
注
目

さ
れ
る
の
は
鉄
道
最
大
手
の

Ｊ
Ｒ
東
日
本
。
清
野
智
社
長

は

年
４
月
登
板
。

前
社
長
は
就
任
か
ら
６
年
で

交
代
し
て
お
り
、
来
年
の
ト

ッ
プ
交
代
は
十
分
あ
り
え

る
。
総
合
企
画
本
部
長
の
冨

田
哲
郎
副
社
長

が
本

命
だ
。

　
海
運
業
界
は
大
手
に
動
き

は
な
さ
そ
う
。
川
崎
汽
船
の

朝
倉
次
郎
社
長

は
今

年
就
任
。
日
本
郵
船
の
工
藤

泰
三
社
長

、
商
船
三

井
の
武
藤
光
一
社
長

と
他
２
社
も
こ
こ
２
、
３
年

で
交
代
し
た
ば
か
り
。
た

だ
、
海
運
市
況
は
大
逆
風
が

吹
い
て
お
り
、
業
績
悪
化
が

深
刻
化
す
れ
ば
経
営
陣
刷
新

を
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
航
空
業
界
も

年
４
月
就

任
の
伊
東
信
一
郎
全
日
本
空

輸
社
長

は
続
投
の
見

通
し
。
日
本
航
空
も
稲
盛
和

夫
会
長

、
大
西
賢
社

長

の
ツ
ー
ト
ッ
プ
体

制
で
経
営
再
建
を
続
け
る
と

見
ら
れ
る
。

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １２月２２日 木曜日 　　


